
代表取締役の松浦啓介代
表。「地域を盛り上げた
い」と、《第50回米子がい
な祭》実行委員会メンバー
として昨年は「バルーン米
子城」を企画したほか、≪
全日本トライアスロン皆
生大会≫に出場。最後のラ
ンを担当し見事完走した

合
う
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
員
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
積

極
的
に
採
用
し
、
委
員
会
構
成
や
年
度
方

針
に
も
反
映
。
他
に
も
、
地
域
向
け
の
親

子
工
作
教
室
や
社
員
用
図
書
コ
ー
ナ
ー
、

社
内
の
改
装
な
ど
も
行
っ
た
。「
社
員
の

声
を
聞
き
、
気
持
ち
良
く
働
け
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
経
営
者
の
役
割
」
と
、

社
員
の
や
る
気
を
刺
激
し
つ
つ
、
環
境
整

備
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
現
在
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
業
務
の
D
X
化
だ
。

「
業
務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
の
た
め
に

D
X
化
は
必
須
。
導
入
し
な
け
れ
ば
淘
汰

さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
」
と
会
社
の
将

来
を
見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

促
進
し
て
い
る
。

　
地
域
に
対
し
て
は
、「
人
々
の
豊
か
な

暮
ら
し
に
貢
献
し
た
い
」
と
建
設
業
と
し

て
住
環
境
の
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

り
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

も
積
極
的
だ
。
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、
地

域
の
行
事
に
は
松
浦
社
長
を
筆
頭
に
多
く

の
社
員
が
参
加
。《
米
子
が
い
な
祭
》
に

は
毎
年
《
大
松
建
設
万
灯
会
》
で
出
場

し
、
沿
道
を
沸
か
せ
て
い
る
。
昨
年
の
第

50
回
大
会
で
は
《
万
灯
妙
技
会
・
が
い
な

万
灯
（
一
般
部
門
）》
で
見
事
最
優
秀
賞

を
獲
得
。「
地
域
の
人
か
ら
『
大
松
さ
ん

活
躍
し
た
ね
』『
良
い
会
社
だ
ね
』
と
言

わ
れ
る
と
、
社
員
の
誇
り
に
な
る
。
地
域

と
の
関
わ
り
は
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
持

ち
た
い
で
す
ね
」
と
松
浦
社
長
。
地
元
の

学
校
で
出
前
授
業
を
行
い
、
高
校
に
は
社

員
、
中
学
校
に
は
松
浦
社
長
自
ら
出
向
く

ほ
か
、
社
員
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
学
校
や

地
域
の
行
事
に
関
わ
る
こ
と
も
応
援
し
て

い
る
。「
地
域
と
の
関
わ
り
も
社
員
教
育

の
一
環
。
わ
れ
わ
れ
は
地
域
か
ら
の
恩
恵

を
受
け
て
会
社
を
継
続
で
き
て
い
ま
す
か

ら
、
恩
返
し
を
し
た
い
の
で
す
」
と
郷
土

へ
の
愛
情
は
強
い
。

　
創
業
か
ら
50
年
。
地
域
に
根
差
し
、
と

も
に
成
長
し
て
き
た
。
今
後
は
独
自
性
も

打
ち
出
し
て
い
く
方
針
だ
。「
事
業
の
幅

を
広
げ
て
不
動
産
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
緒
に
地
域
の
課
題
を

解
決
し
、
盛
り
上
げ
て
い
く
、
熱
い
想
い

を
持
っ
た
若
い
世
代
を
求
め
て
い
ま
す
」

と
次
の
50
年
に
向
け
て
、
力
強
く
語
り
か

け
る
。

大松建設 株式会社

　
一
般
住
宅
か
ら
民
間
企
業
の
工
場
や
店

舗
、
さ
ら
に
公
共
事
業
ま
で
幅
広
く
手
が

け
る
米
子
市
の
総
合
建
設
会
社
《
大
松
建

設
》。
1
9
7
4
年
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
中
で
前
社
長
が
裸
一
貫
で
創
業
し
、
今

年
50
周
年
を
迎
え
る
。「
資
材
不
足
の
中
、

初
め
て
い
た
だ
い
た
仕
事
へ
の
感
激
と
感

謝
の
心
が
、“
お
客
様
一
人
一
人
を
大
切

に
す
る
”
と
い
う
社
風
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
松
浦
啓
介
代

表
取
締
役
。
2
0
1
1
年
に
父
で
あ
る
前

社
長
の
後
を
継
ぎ
、
経
営
の
舵
と
り
を
行

う
。

　
代
替
わ
り
し
た
際
に
、
松
浦
社
長
が
新

た
な
経
営
理
念
と
し
て
掲
げ
た
の
が
「
喜

び
づ
く
り
」
だ
。「
昔
の
建
設
業
界
は
厳

し
い
世
界
で
し
た
が
、
時
代
は
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
理
念
は
、
お
客
様
や
社
員
、

地
域
の
人
々
み
ん
な
が
心
か
ら
笑
顔
に
な

れ
る
会
社
に
す
る
と
い
う
決
意
を
端
的
に

表
し
て
い
ま
す
」
と
、
想
い
を
語
る
。
お

客
様
に
は
、
情
熱
と
真
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
で
夢
を
形
に
し
、
丁
寧
な
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
。「
建
物
は
、
建

て
て
か
ら
が
本
当
の
お
付
き
合
い
。
人
と

人
と
の
お
付
き
合
い
で
す
か
ら
、
社
員
の

教
育
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
日
常

的
に
意
識
の
共
有
や
、
価
値
観
を
確
認
し

社
員
や
お
客
様
、

地
域
の
人
々
の

喜
び
の
た
め
に
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大松建設 株式会社

採用担当者からあなたへ

事業内容

経理係 係長
松本 邦子さん

店舗・施設（公共工事）等の現場管理、個人住宅
の新築・リノベーションの設計・施工管理、不動
産業 など

大松建設 株式会社

「喜びづくり」という経営理
念に基づき、仕事や地域活
動を通じて、社会貢献出来
る人、情熱を注げる人、チー
ムワークを大切に出来る人
を求めています。私たちと一
緒に、関わるすべての人々の
「喜び（幸せ）」を創ってい
きましょう。

公式サイトは
こちら

0859-29-6281

k-matsumoto@k-daimatsu.com

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和49（1974）年3月16日
代表者　代表取締役　松浦 啓介
社員数　28名（男22名　女6名）
本　社　鳥取県米子市彦名町1847-1
電　話　0859-29-6281

米子市、境港市、倉吉市、松江市

住宅設計課
木村 乙葉さん（21）
2022年入社（2年目）

アットホームな雰囲気の中
のびのびと成長できる会社
　学生時代に建築を学びました。中でも木造住宅に興味が
あったので、地域に根差した企業姿勢で温かみのある家を造
る当社を選びました。主な仕事は図面の作成や現場調査な
ど。自由設計なので、お客様の要望を取り入れながら家の図
面を作成していきます。一つとして同じ家はないので、どんな
家にするのか悩む時もありますが、お客様に喜んでいただけ
るよう、どうにかご希望を叶えたいという思いで作っています。
　仕事環境はすごくいいですよ。人間関係も良好でアットホー
ムな会社です。分からないところも丁寧に教えてもらえるの
で、安心して仕事ができています。入社1年目に二級建築士
の資格を取り、今は一級建築士に向けて勉強中。もっとたくさ
んのことを学び、いい仕事ができるよう精進していきます。

ものづくりが好きな人集まれ！
お客様を幸せにする家づくり
　学生の頃から建築や空間デザイン的なものに興味がありま
した。いろいろな職を経験しながらもその思いは変わらず、イ
ンテリアコーディネーターの資格を取得した頃にちょうど当社
で募集があったため、入社を希望しました。
　当社の場合は営業が基本計画からプランニングまで手がけ
るので、今は好きな仕事ができていると感じます。お客様との
話を通じて、そのご家庭を想像しながら設計のご提案をしてい
きます。お客様に喜んでいただけた時には本当にやりがいを感
じますね。我が社の社風として“お客様の喜びを第一に”とい
うのがあるので、営業が言うことではありませんが、売り上げ
よりもそちらを重視しているところはあるかもしれません（笑）。
ものづくりが好きな人なら、この仕事は楽しいと思います。

新規部署を立ち上げ
不動産ビジネスを本格始動
　長年、不動産会社に勤めていましたが、以前からお付き合
いのあった松浦社長にお誘いをいただき入社しました。私の
経験を生かして本格的な不動産ビジネスを始めることになり、
「不動産営業課」という専門部署が立ち上がりました。現在は
米子エリアを中心に不動産関連の業務に携わっています。
　主には不動産を売る方と買う方の仲介役ですので、双方に
ご納得いただくにあたり難しい局面もありますが、その分やり
がいも大きいです。不動産や建築というのは、お客様の一生
に関わるものですから、時間をかけてお付き合いする大切な
業務だと思っています。今は私一人の部署ですが、将来的に
は会社の収益の柱の一つになれるよう拡大し、地域にも貢献し
ていきたいと考えています。

営業課
富澤 英二さん（51）
2005年入社（19年目）

不動産営業課
杉村 忠輔さん（49）
2023年入社（1年目）

お客様をサポートするプロ集団

　工事部で公共工事や民間工事の現場監督をしています。工程管理や各業者さんと
の打ち合わせなど、工事に関わるところの総監督的な役割です。その他にも、工事
においての近隣への気遣いや作業員の安全面など、工事が滞りなく進むよういろいろ
なところに気を配らなければなりません。工事中は慌ただしくて大変ですが、建物が
完成すると自分が手がけたなという満足感を得られます。将来的には大きな現場の監
督をして、大きい建物を形として残したいというのが今の目標です。当社の魅力は人
間関係ですね。現場系の仕事って厳しそうなイメージもあると思いますが、うちは社
内の雰囲気も良くて働きやすい会社だと思いますよ。

　高校時代の就職活動で事務職を希望したところ、当社のことを知り入社しました。
主な仕事内容は、来客の応対や請求書・注文書のチェックなど、事務作業全般を行っ
ています。就職するまではあまりパソコンを触ることがなかったのですが、仕事では
いろいろなソフトを使って事務処理などを行うので、パソコンのスキルが上がりまし
た。今後も総務として、各部署のフォローに務めていきたいです。
　子どもが2人いて、2回ほど産休と育休を取りましたが、復帰もしやすく有給休暇も
しっかりあるので、家庭との両立もしやすいです。風通しの良い職場でコミュニケー
ションも取りやすいので、女性にも働きやすい会社だと思います。

　一般住宅の新築や増改築、リフォーム工事の現場施工管理や段取りを行っていま
す。具体的には、当社の営業課が受注した案件を引き継ぎ、細かい部分の取り決め
をしていきます。お客様にとって家という高価なものを請け負うので、プレッシャーや
大変なこともありますが、行き違いや思い違いがないよう心がけています。家が完成
してお客様に喜んでいただけた時は本当にやりがいを感じます。
　現在2級建築施工管理の資格を持っていますが、建築についてもっと学び、現場を
より的確にスムーズに回していけるよう1級取得に向けて勉強中です。そして新しく
入って来る次世代にしっかり教育できる立場になっていきたいです。

建設現場の司令塔
ハードなだけにやりがいも大きい

　高校卒業後に入社して、建築課で現場監督の仕事をしていました。家の外装や内
装などの仕様決めから、施工管理、段取りといった現場に関することすべてを行って
いましたが、今年の9月から仕様決めのところを分担させてもらって、新たにインテリ
アコーディネーターとして専門で受け持つことになりました。
　最近はお客様自身がネットなどで情報を集めて希望を言われることも増えました。
間取りやご予算上、難しいこともありますが、一緒に考えながらその理想に近づけて
いき、ご満足いただけるよういろいろとご提案をさせてもらっています。「大松建設で
建てると素敵な家ができるよ」と言ってもらえるようになるのが目標です。

住む人が快適で毎日が楽しくなるようなコーディネートを

有給休暇も取りやすく
家庭や育児との両立がしやすい職場

工事部
岸田 祐樹さん（33）
2011年入社（13年目）

お客様や現場関係者
多くの人たちと一つの家をつくり上げていく

建築課
村上 雄亮さん（35）
2006年入社（18年目）

インテリアコーディネーター
長谷川 翔哉さん（29）
2012年入社（12年目）

事務（総務課）
村上 岬さん（31）

2011年入社（13年目）

採用エリア（勤務地） 
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